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６
月
６
日
、
第
３
回
市
議
会
定

例
会
が
開
会
さ
れ
、
冒
頭
、
市
長

か
ら
所
信
表
明
及
び
市
政
運
営
方

針
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

私
た
ち
の
ま
ち
が
今
日
あ
る
の

は
、
過
去
に
お
け
る
未
来
に
向
け

た 
弛 
ま
ざ
る
努
力
の
お
陰
で
あ
り
、

た
ゆ

そ
の
こ
と
に
感
謝
し
つ
つ
、
私
た

ち
も
ま
た
、
将
来
世
代
の
た
め
に

精
一
杯
の
努
力
を
続
け
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

思
え
ば
、
合
併
自
体
が
未
来
へ

の
責
任
を
果
た
す
た
め
の
不
可
欠

の
選
択
で
あ
り
、「
今
日
の
利
益
」

の
た
め
で
は
な
く
「
明
日
の
利

益
」
の
た
め
と
の
共
通
理
解
が
事

を
ス
ム
ー
ス
に
運
ば
せ
た
要
因
で

も
あ
り
ま
し
た
。

　

残
念
な
こ
と
に
、
合
併
準
備
中

の
昨
年
の
台
風　

号
で
は
、
市
全

２３

域
に
わ
た
り
大
き
な
被
害
を
受
け

ま
し
た
。
美
し
か
っ
た
ふ
る
さ
と

と
市
民
の
暮
ら
し
を
一
日
も
早
く

取
り
戻
す
と
と
も
に
、
安
心
安
全

な
ま
ち
づ
く
り
に
全
力
を
尽
く
し

ま
す
。
ま
た
、
合
併
し
た
６
つ
の

ま
ち
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
然
や
歴

史
・
文
化
・
伝
統
を
大
切
に
し
な

が
ら
、
特
色
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に

相
互
の
連
携
を
強
め
て
い
き
ま
す
。

　

新
市
の
全
域
を
公
平
な
目
で
見

る
と
と
も
に
、
人
と
人
と
の
ふ
れ

あ
い
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
通

じ
、
自
立
し
た
地
域
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。
人
口
規
模
は
小
さ
く
て

も
、
世
界
の
人
々
か
ら
尊
敬
さ
れ
、

尊
重
さ
れ
る
ま
ち
、
『
小
さ
な
世

界
都
市
』
を
目
指
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

台
風
災
害
に
よ
り
傷
つ
い
た

「
ふ
る
さ
と
」
を
再
生
し
、
市
民

の
皆
さ
ん
が
一
日
も
早
く
元
の
生

活
を
取
り
戻
せ
る
よ
う
、
災
害
復

旧
・
復
興
事
業
の
推
進
に
全
力
を

あ
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
総
合
的
な
治
水
対
策
や

森
づ
く
り
の
促
進
、
防
災
計
画
の

策
定
、
危
機
管
理
研
修
、
防
災
訓

練
な
ど
を
実
施
し
、
安
全
安
心
の

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

な
お
、
「
豊
岡
市
被
災
者
生
活

再
建
支
援
基
金
」
を
創
設
す
る
こ

と
と
し
、
今
市
議
会
に
関
係
条
例

を
提
案
し
て
い
ま
す
。

新
生
豊
岡
市
の
指
針
づ
く
り

　

新
生
豊
岡
市
の
目
指
す
べ
き
都

市
像
と
、
都
市
像
実
現
の
た
め
の

戦
略
及
び
具
体
的
な
施
策
を
ま
と

め
た
「
総
合
計
画
」
を
、
平
成　
１８

年
度
末
を
目
指
し
策
定
し
ま
す
。

　

ま
た
、
旧
城
崎
町
・
旧
竹
野
町
・

旧
但
東
町
の
区
域
が
引
き
続
き
過

疎
地
域
の
対
象
と
な
る
こ
と
か
ら
、

平
成　

年
度
ま
で
の
後
期
５
カ
年

２１

の
「
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
」

を
策
定
し
、
今
市
議
会
に
議
決
を

得
る
べ
く
提
案
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
効
率
的
で
持
続
可
能

な
行
政
運
営
を
可
能
に
す
る
た
め

の
指
針
と
な
る
「
行
政
改
革
大

綱
」
を
平
成　

年
度
秋
を
目
途
に

１８

策
定
し
ま
す
。

元
気
な
経
済
の
創
生

　

自
治
体
財
政
が
依
存
か
ら
自
立

へ
と
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
今
日
、

市
民
が
生
活
の
糧
を
得
、
豊
か
な

暮
ら
し
を
継
続
す
る
た
め
に
不
可

欠
な
地
域
経
済
の
活
性
化
は
、
行

政
課
題
と
し
て
こ
れ
ま
で
以
上
に

重
要
性
を
増
し
て
い
ま
す
。
元
気

な
経
済
の
創
生
に
全
力
を
あ
げ
ま

す
。

　

環
境
を
良
く
す
る
取
り
組
み
と

経
済
活
動
が
相
互
に
刺
激
し
、
高

め
あ
っ
て
い
く
ま
ち
の
実
現
、
食

と
観
光
の
基
盤
と
な
る
活
力
あ
る

農
林
水
産
業
の
確
立
、
地
域
特
性

を
活
か
し
た
�
も
の
づ
く
り
�
の

支
援
、
観
光
振
興
事
業
の
推
進
の

ほ
か
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

推
進
、
農
産
物
認
証
制
度
の
普
及

や
学
校
給
食
と
の
連
携
な
ど
、
地

産
地
消
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

豊
か
な
環
境
の
創
造

　

コ
ウ
ノ
ト
リ
も
生
き
て
い
け
る

よ
う
な
環
境
は
、
私
た
ち
に
と
っ

て
も
す
ば
ら
し
い
豊
か
な
環
境
で

す
。
次
世
代
に
引
き
継
い
で
い
く

こ
と
の
で
き
る
豊
か
な
環
境
づ
く

り
を
進
め
、
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
野
生
化
、
ご
み
の

減
量
化
、
河
川
や
水
田
・
水
路
等

の
自
然
再
生
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
積
極
的
な
導
入
、
有
機
農
業
の

普
及
・
促
進
を
図
り
ま
す
。

心
身
の
健
康
づ
く
り

　

心
身
と
も
に
健
康
で
あ
る
こ
と

は
、
私
た
ち
の
何
よ
り
の
願
い
で

す
。
旧
市
町
で
取
り
組
ん
で
き
た

健
康
づ
く
り
事
業
の
推
進
と
健
康

福
祉
施
設
相
互
の
連
携
を
図
る
と

と
も
に
、
旧
豊
岡
病
院
跡
地
に
健

康
づ
く
り
の
拠
点
施
設
を
整
備
す

る
よ
う
検
討
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
地
区
公
民
館
を
利
用
し

た
健
康
づ
く
り
事
業
の
実
施
、
健

康
増
進
に
つ
な
が
る
市
民
農
園
の

充
実
・
拡
大
、
の
じ
ぎ
く
兵
庫
国

体
の
開
催
準
備
、
市
民
ス
ポ
ー
ツ

活
動
の
充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。

健
や
か
な
子
ど
も
の
育
成

　

家
庭
・
地
域
・
学
校
・
行
政
が

共
に
手
を
携
え
、
明
日
を
担
う
子

ど
も
た
ち
を
温
か
く
見
守
り
、
心

身
と
も
に
健
や
か
な
成
長
を
促
し

ま
す
。
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

た
子
育
て
支
援
の
充
実
を
図
る
と

と
も
に
、
学
力
の
実
態
把
握
と
指

導
法
の
改
善
、
読
書
活
動
、
体
力

づ
く
り
、
不
登
校
ゼ
ロ
を
目
指
し

た
取
り
組
み
、
「
教
師
の
ト
ラ
イ

や
る
」
な
ど
を
推
進
し
ま
す
。

　

市
民
が
芸
術
・
文
化
に
親
し
む

機
会
の
提
供
、
市
民
の
自
主
的
な

芸
術
文
化
活
動
へ
の
参
加
を
促
す

等
、
一
人
ひ
と
り
が
豊
か
な
歴

史
・
伝
統
や
薫
り
高
い
文
化
に
ふ

市 

政 

の 

動 

き 
市
長
総
括
説
明
 から 

災
害
復
旧
・
復
興
の
推
進

（
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸
成
・

日
々
楽
し
む
ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り
の
方
向
と

本
年
度
の
主
な
施
策
等

『
未
来
へ
の
責
任
』
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れ
、
日
々
人
生
を
楽
し
む
こ
と
の

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
の
身
近
な
学
習
拠

点
で
あ
る
地
区
公
民
館
の
活
動
が

よ
り
活
性
化
す
る
よ
う
、
地
域
事

情
に
合
わ
せ
た
地
区
公
民
館
の
整

備
を
行
い
ま
す
。

共
生
の
ま
ち
づ
く
り

　

家
庭
や
地
域
の
な
か
で
、
障
害

の
有
無
や
年
齢
に
か
か
わ
ら
ず
、

一
人
ひ
と
り
が
生
き
が
い
を
持
っ

て
安
ら
ぎ
の
あ
る
生
活
が
で
き
る

よ
う
、
思
い
や
り
、
支
え
合
い
、

共
に
生
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

ま
す
。

　

ま
た
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
ま
ち

づ
く
り
、
市
民
の
社
会
参
加
の
し

く
み
づ
く
り
を
進
め
、
あ
わ
せ
て

女
性
の
登
用
を
図
り
ま
す
。

交
流
基
盤
の
整
備

　

市
民
が
夢
と
希
望
を
抱
き
、
魅

力
あ
ふ
れ
、
活
力
あ
る
地
域
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
、
道
路
・
交
通

網
を
は
じ
め
と
す
る
交
流
基
盤
の

整
備
促
進
に
努
め
ま
す
。

市
政
の
運
営

　

市
政
の
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、

「
対
話
と
共
感
」
を
基
本
に
据
え
、

市
広
報
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
、
防
災
行
政
無

線
な
ど
に
よ
る
市
政
情
報
の
提
供

の
ほ
か
、
市
政
懇
談
会
や
出
前
講

座
の
開
催
、
市
民
の
自
主
的
な
活

動
の
育
成
支
援
な
ど
を
通
じ
、
市

民
・
団
体
・
事
業
者
な
ど
の
参
画

と
協
働
の
も
と
に
市
政
を
推
進
し

ま
す
。
さ
ら
に
、
行
財
政
改
革
の

推
進
に
よ
る
効
率
的
・
効
果
的
な

行
政
運
営
、
健
全
な
財
政
運
営
を

図
り
、
信
頼
さ
れ
る
市
役
所
づ
く

り
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
本
庁
各
部
署
と
総
合
支

所
と
の
連
携
を
図
る
と
と
も
に
、

各
総
合
支
所
で
は
、
地
域
特
性
を

生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
事
業
を
展

開
し
ま
す
。

　

老
朽
化
し
た
市
役
所
本
庁
舎
の

建
設
に
つ
い
て
の
検
討
を
進
め
る

と
と
も
に
、
あ
わ
せ
て
「
庁
舎
建

設
基
金
」
を
創
設
す
る
べ
く
、
今

市
議
会
に
提
案
し
て
い
ま
す
。

①
豊
岡
市
個
人
情
報
保
護
条
例
の

制
定

　

対
象
と
す
る
個
人
情
報
の
範

囲
を
電
子
計
算
機
処
理
情
報
か

ら
マ
ニ
ュ
ア
ル
処
理
情
報
ま
で

拡
大
す
る
と
と
も
に
、
自
己
情

報
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権
を
保
障
す

る
制
度
を
制
定
し
ま
す
。

②
豊
岡
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
改
正

　

国
保
税
の
大
幅
な
引
き
上
げ

に
な
ら
な
い
よ
う
、
不
均
一
課

税
に
よ
る
税
率
を
旧
市
町
ご
と

に
調
整
し
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、

本
年
度
を
含
め
た
向
こ
う
３
年

間
は
、
調
整
段
階
の
た
め
、
地

域
ご
と
の
格
差
が
生
じ
ま
す
。

③
豊
岡
市
福
祉
医
療
費
助
成
事
業

の
見
直
し

　

こ
の
事
業
は
県
市
の
協
調
に

よ
り
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
県

に
お
い
て
福
祉
医
療
制
度
が
見

直
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
本
市

も
助
成
事
業
を
見
直
し
ま
す
。

④
災
害
ご
み
処
理

　

昨
年
の
台
風　

号
に
よ
り
発

２３

生
し
た
災
害
ご
み
は
、
去
る
５

月　

日
に
搬
出
処
理
を
完
了
し

３０
ま
し
た
。
ご
み
の
総
量
は
、
約

３
５
、９
０
０
ト
ン
、
処
理
に

要
し
た
経
費
は
約　

億
６
千
万

１１

円
で
す
。

⑤
広
域
ご
み
・
汚
泥
処
理
施
設
整

備
事
業
の
進
捗
状
況

　

当
面
の
課
題
と
し
て
は
、「
Ｐ

Ｆ
Ｉ
可
能
性
調
査
」、「
一
般
廃

棄
物
処
理
基
本
計
画
策
定
」、

「
精
密
機
能
検
査
」
で
あ
り
、

現
在
、
北
但
行
政
事
務
組
合
で

精
査
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

予
定
地
の
日
高
町
上
郷
地
区

で
は
、
先
進
地
視
察
の
実
施
や

適
地
選
定
経
過
を
中
心
と
し
た

施
設
概
要
に
つ
い
て
、
計
７
回

の
説
明
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

⑥
コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬
空
港
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル

　
　

４
月
、
ア
ク
ロ
バ
ッ
ト
飛
行

訓
練
中
に
死
亡
事
故
が
発
生
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
但
馬
地
域

を
代
表
す
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

定
着
し
て
お
り
、
ま
た
、
但
馬

大
阪
路
線
の
利
用
率
が
上
昇
し

て
い
る
中
に
あ
っ
て
、
継
続
開

催
に
向
け
て
協
議
を
進
め
て
い

ま
す
。

⑦
円
山
川
緊
急
治
水
対
策
の
進
捗

状
況

　

昨
年　

月　

日
、
国
土
交
通

１２

２７

省
の
「
河
川
激
甚
災
害
対
策
緊

急
特
別
事
業
」
が
決
定
さ
れ
、

平
成　

年
ま
で
に
「
円
山
川
緊

２６

急
治
水
対
策
」
を
実
施
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
総
額
事
業

費
は
約
９
０
０
億
円
で
、
う
ち

平
成　

年
ま
で
に
行
う
激
特
事

２１

業
費
は
６
５
０
億
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

整
備
事
業
は
３
期
に
分
け
て

実
施
さ
れ
、
第
１
期
事
業
の
う

ち
の
破
堤
箇
所
の
立
野
地
区
、

鳥
居
地
区
築
堤
を
始
め
、
堤
防

嵩
上
工
事
や
無
堤
坊
の
築
堤
工

事
１
カ
所
に
つ
い
て
は
、
出
水

期
に
入
る
６
月　

日
ま
で
に
完

１５

成
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
河
川
情
報
タ
ッ
チ
パ

ネ
ル
が
本
庁
舎
ほ
か
５
カ
所
に

設
置
さ
れ
、
河
川
画
像
や
内
水

位
情
報
の
提
供
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
去
る
４
月　

日
に

２６

は
、
「
円
山
川
下
流
部
治
水
対

策
協
議
会
」
が
沿
線
の
関
係
機

関
、
地
元
代
表
に
よ
り
設
立
さ

れ
ま
し
た
。

⑧
災
害
復
旧
事
業
の
進
捗
状
況

　

昨
年
の
台
風　

号
に
よ
る
公

２３

共
土
木
施
設
災
害
は
６
６
６
件

あ
り
ま
す
。
出
水
期
を
控
え
、

緊
急
度
の
高
い
箇
所
か
ら
発
注

を
進
め
、
上
半
期
１
０
０
パ
ー

セ
ン
ト
の
発
注
を
目
指
し
ま
す
。

　

農
地
・
農
業
用
施
設
に
つ
い

て
は
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
農

地
に
お
い
て
今
年
の
作
付
け
が

で
き
る
よ
う
、
復
旧
工
事
の
発

注
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

山
地
災
害
復
旧
事
業
に
つ
い

て
は
、
林
地
崩
壊
防
止
事
業

　

・
０
パ
ー
セ
ン
ト
、
県
単
独

９０治
山
補
助
事
業
は　

・
０
パ
ー

３０

セ
ン
ト
の
発
注
率
で
す
。

当
面
す
る
懸
案
事
項
及
び

諸
般
の
報
告


